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昭和基地こ於け3短波長放射特椎
　　　後藤良三゜・村井潔三｛気象そ済1
一 序一
大気汚梁物賃のうちエーロ・ノ九粒子は大気
に入射す3太陽放射エネルギーにラ→し、散乱
・0艮収の杏h果左起し　．白身寸り《支のバ’ランスに
橦々の・影響左与え3、．精密分光測定の空白で1
あ。た昭40基±セに於て観測とZ〒たったb
一 方法一
　令光日射計によリ直達日射量の介光潮定（
波長蹟・35～2．0戸）を行1、、エーロ‘ノ“ル
によ3消・散係数の波長令布左寸ミめ大気の混濁
の状貧§頃左知さ　。
　　1｛λ）＝・工。1λre詫べm
　　τ1入）＝’乙Rlλピ’トτト11λ）
　　　　1調：大気外で1の波長入の日射強度．
　　　　工ω　二世表面上で・のヲ皮長入の日身寸強度
　　　？囚1消散係数
　　　　m　　l大気昆各ネ呈
59
　　　τR囚1空気分子の散±いこよ3消散係数
　　　τ川、いエー□・ノ・ルの散色し1ば3消昔1係
　　　　　　数．
一 装置の楓要一
　●光部・ネ隻式介光器・ディテクターの一d式
と赤、道｛義に・粂tとたも　の　で・　．直キ呑太陽ラ5向に分
光器の入射スリット：と細†3よう1こし7光学
系左簡単にしてお3。分光器はグし一ティン
ゲとプリス・ムの組合せの複式分光器・、ディ号
ク9一はフオトマルヒPb芯光噂電セル主用日
た。
「一一一　一一一一一　一一　一一一一一鴫’1
?
1
1
1
1
L＿＿＿＿＿　＿
一餐貝測側一
　1『76年IR下匂より1477年IR上
旬まで・のE責天で太陽烹｝妻136y人上の已糸りも0
60
日の観測圭．行6つ左。
　汁1図に消散係数の波長分牢の測定例を示
才⇔ヒヒ較のため束京のイ列左示オが・矢豆力、1］波長
で内±せと大きな違U七㌣見らカし3。
オ2図は才1図↑こ示した：睦分存にミ鎌寸
3エー・ソ・1しの絋昼分ヰ左示したセの袖3
刷、セ儲並径では内地の値1い。住以上とな
ってい3　。
??2?
　　　　λ　　　　　　ロm　　　　　随・tid・6。dius（μm）’
オ1図　　　　　　　うト2図
消散1織の波長分牟　工一・ソ1㌦しのま立径分硲
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南極大気．の放月す特］生（序．）
　　　　　　　田ヰ正之（劇ヒ大）
南極において1エ、表面が反射率の高・雪プκ
で被われてuるために，地衰面と大気層（と
・K勧の問・て犬賜放射の弦い多皇反射が生
じ，・のため雲の放射特怯など1≠中堪緯度
におけうとは大き時ると予紗れる．放射
エわしギ㌧つラ帯留によツ，気体成分・吸帆吻
大きく吏Lうれ5だ弓う．一オ，酷外放射K
ついてld，南極大気の但ラ星度のたあ1・，二酸
k炭素やラ紗駈粒手パ鱈など酩美嘗llが粕対的
1て重要とな3　ことカベ考えノうれ．ri≦。　二れう・♪点、
を喬1ご合白ク　に　ソ月　ら　　カ’　に　す　　う　考　2し　で’あ　　る　・カベ　，　今　回
ぱ特・・地ふδパが下層大気の放射工わげ一
収支におよぼす影響にっ1・て論ず弓。地ふ6c
き・際の蕪雪粒子の粒度分布、濃度ヒ吃・垂
直・分布などにつ⑪マ現実的なモデノしき採印｛、
対易放射の玖収と糖し，赤タ隊4†の啄収・散
乱，放出をすべて考慮一た計響結果き示す。
